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徳島治験ネットワーク便り

　平成２４年２月２日 ( 木 ) に、徳島治験ネットワーク臨床試験推進シンポ

ジウム２０１２を開催しました。今回のシンポジウムは二部構成を取り、第

一部は「機能性食品開発のための臨床試験」として、寺尾純二先生（徳島

大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部　食品機能学　教授）と二川健

先生（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部　生体栄養学　教授）

にご講演をいただきました。両先生からは、現在徳島大学と県内の医療機

関が共同で実施している食品の臨床試験について触れながら、それぞれの

ご専門分野についてお話いただきました。

　第二部では日本医師会治験促進センターよりお越しいただいた山本学氏

と若井修治氏に、それぞれ「治験ネットワークに期待するもの」、「カット・

ドゥ・スクエアを活用したネットワーク事務局の効率化」と題してご講演

をいただきました。山本氏からは製薬企業等の治験依頼者が治験ネット

ワークに求めている機能についてお話をいただき、若井氏からは治験事務

局業務の効率化を進める手段として「カット・ドゥ・スクエア」のご紹介

をいただきました。

　当日は院内、院外より約７０名の方々が参加され、非常に充実した会となりました。この場をお借りして、ご

講演をいただきました寺尾先生、二川先生、山本様、若井様に御礼申し上げます。

徳島治験ネットワーク 臨床試験推進シンポジウム２０１２ 開催報告徳島治験ネットワーク　臨床試験推進シンポジウム２０１２　開催報告

　平成２２年度より開催している「徳島治験ネットワークＣＲＣ研修会」の一環として、今回、国立病院機構徳

島病院臨床研究部のＣＲＣ業務を１日体験させて頂きました。

国立病院機構徳島病院は難治性の神経疾患を中心に多数の治験を実施しており、徳島治験ネットワーク登録医

療機関の１つです。他の医療機関のＣＲＣ業務を直接体験で

きる機会は殆ど無いので、とても新鮮な体験ができました。

　特に、神経疾患特有のＣＲＣ業務を効率的に行う工夫につ

いて意見交換ができ、非常に有意義な施設交流となりました。

また、被験者対応についても当院と異なる点も多く、業務の

効率化という観点から今後のＣＲＣ業務に活かしていきた

いと思います。

　最後に、貴重な機会を与えて下さいました国立病院機構徳

島病院臨床研究部の三ツ井先生並びにスタッフの皆様方に

心より感謝致します。

徳島治験ネットワークでの施設交流 in 国立病院機構徳島病院臨床研究部徳島治験ネットワークでの施設交流 in 国立病院機構徳島病院臨床研究部 ＣＲＣ 田島 壮一郎ＣＲＣ　田島　壮一郎　
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　平成２４年３月１６日（金）に日亜メディカルホールにおいて、先進医療推進セミナーを開催しました。

　本院の医事企画係より、先進医療の申請手続き、費用、本院における実施状況などについての説明の

後に、大学院ヘルスバイオサイエンス研究部の生体栄養学・教授　二川　健先生と泌尿器科学・教授　金

山　博臣先生にご講演いただきました。

　二川先生からは「次世代宇宙創薬：国際宇宙ステーションにおける宇宙実験からの新薬開発」の題で、大

豆食品の機能性と筋力量との関連、筋力量低下のメカニズムと医薬品開発につながるシーズについて、

金山先生からは「徳島大学病院におけるロボット支援手術の導入状況」の題で、手術支援ロボットであ

るダ・ヴィンチを用いた前立腺癌の手術に関して、世界と日本の状況や先進医療として実施されていた

が、平成２４年度から保険収載されたことなどをご講演いただきました。

　各分野における最先端の話題について、両先生からご講演いただき、大変興味深いセミナーとなりま

した。

先進医療推進セミナー開催報告先進医療推進セミナー開催報告

徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床床研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会徳島大学病院臨床研究倫理審査委員会
新規承認一覧（条件付き承認と修正の上承認を含む）

研 究 責 任 者 所 属番 号研 究 責 任 者 所 属番 号研 究 責 任 者 所 属番 号承 認 月

分 子 情 報 薬 理 学1345生 体 情 報 内 科 学1340口 腔 顔 面 補 綴 学1310

１ 月 承 認

（ １４ 件 ）

耳 鼻 咽 喉 科 ・ 頭 頸 部 外 科1346生 体 情 報 内 科 学1341消 化 器 ・ 移 植 外 科1336

食 道 ・ 乳 腺 甲 状 腺 外 科1347地 域 看 護 学1342検 査 部1337

脳 神 経 外 科1348分 子 栄 養 学1343小 児 科1338

　　循 環 器 内 科1344臨 床 薬 剤 学1339

耳 鼻 咽 喉 科 ・ 頭 頸 部 外 科1358産 科 婦 人 科1354口 腔 内 科1350

２ 月 承 認

（ １２ 件 ）

泌 尿 器 科1359看 護 管 理 学1355口 腔 外 科1351

脳 神 経 外 科1360看 護 管 理 学1356消 化 器 ・ 移 植 外 科1352

産 科 婦 人 科1361療 養 回 復 ケ ア 看 護 学1357産 科 婦 人 科1353

口 腔 機 能 福 祉 学1378消 化 器 ・ 移 植 外 科1370生 理 機 能 学1362

３ 月 承 認

（ ２３ 件 ）

血 液 内 科1379泌 尿 器 科1371放 射 線 治 療 技 術 科 学1363

歯 科 （ 第 二 補 綴 ）1380口 腔 保 健 衛 生 学1372口 腔 保 健 支 援 学1364

口 腔 顎 顔 面 補 綴 学1381食 道 ・ 乳 腺 甲 状 腺 外 科1373口 腔 顎 顔 面 補 綴 学1365

眼 科1382口 腔 外 科1374臨 床 試 験 管 理 セ ン タ ー1366

周 産 母 子 セ ン タ ー1383栄 養 部1375脳 神 経 外 科1367

口 腔 顎 顔 面 補 綴 学1384放 射 線 科1376臨 床 薬 剤 学1368

　口 腔 機 能 福 祉 学1377脳 神 経 外 科1369
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　２０１２年３月１０〜１１日東京会場にて開催されました、上級者臨床研究コーディネーター（ＣＲＣ）

養成研修を受講しました。２００８年度の同研修で「上級者ＣＲＣたるもの、治験の支援は出来て当たり

前、臨床研究の支援に励め」と国立がんセンター中央病院 藤原康弘先生はご講演されており、今回は

「高度医療の支援に励め」という内容に、新鮮な思いで拝聴しました。グループディスカッションでは

煩雑な国際共同治験にどう対応していくか、また医師主導治験の支援のあり方について、他施設ＣＲＣ

の方と意見交換しました。

　臨床研究の支援も、国際共同治験の受託も増加し、ＣＲＣはマンパワー不足の状況です。大学病院は

臨床研究を推進する使命があることを職員対象に啓発し、各部署、部門から協力を得やすくする環境作

りについてもＣＲＣの責務と考え、実践していきたいと思います。

上上級級者者臨臨床床研研究究ココーーデディィネネーータターー（（ＣＣＲＲＣＣ））養養成成研研修修 参参加加報報告告 ＣＣＲＲＣＣ 明明石石 晃晃代代

　平成２４年２月１２日（日）、徳島大学長井記念ホールに於いて、第２４４

回徳島医学学術集会が開催されました。今回は「院内スタッフに対する

治験・臨床研究の啓発活動の試み」という演題で発表を行いました。

　看護師としての職能を生かし、院内の看護スタッフに治験・臨床研究

に関するアンケートを実施し、認識度を調査しました。そして、啓発活

動の試みとして病棟で勉強会を開催し、効果を検証しました。

　治験については近年認識度が向上し、治験に特化した検査なども抵抗

なく受け入れられるようになりましたが、臨床研究の質を向上するため

に、CRC としてどういった活動をしていくかがこれからの課題であると

考えます。今後も院内の医療スタッフに対する啓発活動を継続し、臨床

研究の質の向上に努めたいと思います。

第第２２４４４４回回 徳徳島島医医学学学学術術集集会会 発発表表報報告告 ＣＣＲＲＣＣ 高高井井 繁繁美美
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記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編

●５月と言えば柏餅。とはいうものの、徳島の柏餅は大半が「サンキライ」という植物の葉で包まれています。西日本には柏が自生してい

ないからだそうですが、個人的には本物の柏餅よりこちらの方が好みです。県外の方は是非お試し下さい。（鈴木）

●数年前、友人から筍をたくさんいただいて、毎日晩ご飯に調理をしていると筍があんなに好きだったのに苦手になりました。でもま

た最近は春の息吹を感じる筍が食べれるようになり、ほっとしています。焼き筍おいしいです！（天羽）

●去年は行けなかったお花見に今年は行って来ました。桜といえばワシントンの桜並木が有名ですが、東京からワシントンに桜が送ら

れてから今年で１００年だそうです。遠く離れた地でも同じような気持ちで桜を見ている人たちがいると思うと素敵です。（渡邉）

●毎日徒歩で通勤していますが、今年も満開のサクラを楽しむお花見客がたくさんいました。青い空とサクラの下で食べるお弁当は格

別です。（田島）


